
蛇

投稿規定

l）投稿者のiii格格：論文などの投橘は本学会の会、に限る｡{ＬＬ､共同執雛者には会貝以外の者を含む

ことができる。また糟典委１１会が執誰を依頼する場合は会ｎ.非会員をIlIIわない。

分：原著論文、総説、報告、iil輪、資料、１１編Fまたは図普紹介、会貝からの手紙、そ

の他とする。投稿にあたっては区分を'’1組する。すべての投稿原稿の採否は猫災

委貝会が決定する。

'1：厩隷議文および総調ま未ﾂﾞ酸…とする｡1,i澪論文は'Ｍ１'１１m…術'１１[鑓および
独創的な教満実践について、Jul1議的にまとめたものとする。総説は一定の研究分

野について系統的に慨１０』し、課題の籍､１１や評価・展望を１１|:っているものとする。

１m〔箸論文および総説は裡激の森読者によるｲf識を縞築委、会における掲紋決定の

前に受けるものとする。

原著論文および総説には炎Ru・著者名・所｣Mi・英文表題・英文薪者名・英文所属・

英文要約(300譜以内）・英文のキーワード（５ＩＭＩ以内、アルファベット１W(）をつけ

ること。ｌｉｉ薪捻文および総i樋は刷り上がり12瓦以内(Ａ`ル40字40行で約13枚､１２１.

表・写典・英文の要約を含む）とする。

告：報告は下紀のような内容のものとする。

①未だ論文にはならないが111告の価値があると判断されるもの。

②実践の紀録や事例。

③既に発斐された論文瀞にllU巡する実殿雑告。

報告は機数の森読者による振読を編染委11会における掴ilf決定のiiiに受けるもの

とする。

報告には斐題・著者名・所属・英文表題・英文著者名・英文所属をつける。

報告はIilUI)」二がI)10頁以内(Ａ4.40字40行で約11枚、図･炎･写典を含む）とする。

論：原著論文・総説・報告には談当しないが、啓発、論説的な1Jkl容で掲赦に価するも

の。刷Ｉ)上がI）８頁以内（Ａ`1.40字40行で約９枚、図･表･写真を含む）とする。

ﾈ:｝：iif料は環境教frにllLl逆するI＃報。刷Ｉ)上がり８頁以内(Ａ妙`10鞄0行で約９枚、

図・表・写典を含む）とする。

紙：機BUiMiの妃ﾘﾄについての蝶iU1、学会への要望、身辺のニュース、会貝へのアナウ

ンスなどで、ＩＭＩ〕上がI）１頁以内(秤１．`10字`10行で約1枚、図・表・写真を含

む）とする。

2）投稿の区分

３１鷺鳶鰯

4）報

5）評

６）資

7）会風からの手紙
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８）特染：Ⅱ＃1rに叶ったテーマを依頼Ilii欄として複数Ⅱ&めたもので、綱築委貝会で企画する。

９）その他：以上の穂類に該』iしないが、会の活動にilU係あるもの。

10)原稿の1ＩＦき方：

①原稿は槻ilFきとする。原稿の便lⅡ葡識は、１１本i;{;または災iMlとする。

②原llUとしてワードプロセッサーで作成し、Ａ４)lUで１頁は40字40行とする。

③文体は鱸である｡`糾とし、Ｈｉ(【lUとして当ｊ１ｌｉ蝉i:、新仮名づかいを用いる。

①英数2ｹ:(アラビア数字）は半jlj文字を用いる。

⑤学術lijiMfは文部橘の学術川語某を参考とする。’k物の学紺はイタリックとする。

⑥本文中での文献のり|ⅡIは引lUilii所に（著者粕発表年）を記入する。また、「注」を11jいる場合は、

そのiii所の右)i;iにl）のように皿しiii:号を記し、本文の職後にまとめてiiiMHする。

⑦ﾘlⅢ文献の配列M【()脇は著者潟でアルファベットｌ１Ｉｉとし、１．配の形式に従い記紋する。

雑誌の場合：藩者名、年、変１ｍ：ＭＩ題、雑i離名、巻号：ページ。

iii行水の｣hMi合：韓稀名、年、表Ru、１ＩＦ名、ページ数、発行所、発行地。

その他、岐新サのりⅡ１１例を参考にしてくだきい

③図・糞は原稿本文とは別に１枚ずつ作成し、lx1はそのまま写其製版してI:ljlIⅢできるように明瞭に

ｉ１ｌＦく。脳ｌｌｌｌの文竺i:は猯定の大きさに縮小してもIﾘ]暗に判統できるよう配噸して香く。１１１(稿本文の

余白に、およその''１１入位置と大きさを指定する。

⑨原稿は元原稿１部とコピー２部のiil3部を細jlS委貝会zli勝liijへ提出する。

11)校ｉＥ：軒新校jlLは初校のみとし、第２校以降は細躯委、会のjP(IIEにおいて行う。

12)別刷：１%1粁i論文、総鋭、糀告、評論、衡科、１１$評または図ｉｌ「紹介の著者が別I1iIを必妥と

する場合は、初校時に申ＬｌＩｌる。その実IHiは藩者が負ll1する。

13)箸作権：ｌＵ１１鰭れた論文鞭の著作柿は１１本環境教ｆ｢学会に属する。

14）原稿の返却：投橘li(縞は１$(ⅡUとして返却しない。ただし、ｉｌＬ出があれば図版に脳（１）返却する。

(付記）1997年７Ⅱ５１１改訂、l999fI29jllln政ii「

(付記）細姫委員会ｊＭｆ厨
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